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2019年度 合同年次大会 報告及び議案事項 

 

報告及び議案事項１  

2018年度事業報告及び収支決算並びに監査報告について  

報告及び議案事項２  

岩手県支部長及びいわて技術フォーラム代表幹事の件  

報告及び議案事項３  

2019年度事業計画及び収支予算について  

 

 
 

以上の議案を提出します 

 
 

2019 年 6 月 22 日 

 
 

公益社団法人日本技術士会東北本部 岩手県支部 

支 部 長    小 野 寺  徳 雄 

 

 

い わ て 技 術 フ ォ ー ラ ム 

代 表 幹 事    海  野    伸 
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 報告及び議案事項１  

2018年度岩手県支部事業報告書 

〔2018年 4月 1 日～2019年 3月 31 日〕 

 

 2018 年度の活動概要 

2018 年度は、県支部各研究会での研究・研修活動のほか、「いわて技術フォーラム」と

の協働による全ての県内技術士を対象とした業務・研究発表も行い、個々の資質向上とと

もに県支部の総合力の向上を図ることができました。研究会活動のなかで、建設 ICT 生

産システム研究会では、2014年 8月から取り組んだ主に災害時における ICT活用を目的

とした 3D計測・設計などの研究が社会に還元できるレベルに達したことから、2018年 10

月に時代の要請を踏まえた新たな取り組みとして「河川管理」と「インフラメンテナンス」

を主テーマとした研究活動を開始したところです。 

新春、年次大会時、秋季の 3回の講演会は恒例となった「岩手を知る」シリーズを継続

して開催し、会員以外の県民の参加数も増加傾向にあるものと感じています。 

また、これも恒例となった「いわてサイエンスシンポジウム 2018」に、いわて技術フ

ォーラムとの協働で体験型の技術出展を行い、社会における科学技術への理解を広める

ことに貢献できたほか、2019年 5月開催予定の（公社）砂防学会定時総会並びに研究発

表会「岩手大会」の実行委員会へも会場・意見交換会部員として参画しました。 

さらに、大槌町からの要請により、「鎮魂の森整備検討委員会」の委員として鎮魂の森

基本計画の策定に関わり、東日本大震災からの復興に寄与するとともに、技術士の知名度

の向上にもつながったものと思います。 

このように、各種の活動に技術士会として幅広く参画したことは、当支部の活動理念の

具現化そのものであり、社会・地域から頼りにされる技術士会岩手県支部に一歩ずつ近づい

てきている証といえるでしょう。 

 

  



 - 3 -

2018年度いわて技術フォーラム事業報告書 

〔2018年 4月 1 日～2019年 3月 31 日〕 

 

 2018 年度の活動概要 

平成 25 年 7 月の「いわて技術フォーラム」発足から 6年目となりました平成 30年度

は、各研究会の活動、講演会の開催、広報・普及活動など、技術士会岩手県支部との連携

のもと活発な活動が行われました。 

平成 28年度から取り組んできた「いわて技術士交流会」も定例化してきており、今年

度も 4 回開催し技術の研鑽と会員相互のつながりの強化が図られたと思っています。 

また、岩手県主催の「いわてサイエンスシンポジウム 2018」へ技術士会岩手県支部と

ともに参加し、技術士活動についての県民への普及啓発にもつなげることができました。 

このように、実りある活動を展開することができましたのは、ひとえに会員各位のご理

解とご協力の賜物であり、深く感謝を申し上げる次第です。 
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一般事業 

１. 委員会・研究会活動 

１－１ 委員会活動 

(1) 岩手県支部の規則に則り年間 6 回の役員会を計画し、支部活動に関する協議を行な

った｡（役員会）→詳細は P.11｢2.役員会｣にて記述 

(2) 年次大会の開催（総務委員会） 

岩手県支部及びいわて技術フォーラムの2017年度活動、決算報告、2018年度の活動、

予算計画の報告を行った。（2018年 6月 16日） 

(3) 技術士名簿の発行（総務委員会） 
岩手県支部及びいわて技術フォーラムの技術士名簿を作成し、会員に配布した。

（2018年 10月） 

(4) 広報活動（広報委員会） 
① 東北本部「ガイアパラダイム」への寄稿を行った。 

第 67 号（2018.5）： 
 技術漫歩「歴史まちづくりの視点～盛岡まち並み塾の活動から～」（海野 

伸 氏） 

 技術士試験合格者体験談「難関突破への道のり～技術士を目指す過程で技

術士から学んだこと～」（利部 哲 氏） 

 岩手県支部 平成 29年度後期活動報告（松原 和則 氏） 

 
第 68 号（2018.11）： 

 各県支部長年頭の挨拶 活動理念の実践（小野寺 徳雄 氏） 

 岩手県支部 平成 30年度前期活動報告（松原 和則 氏） 
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② 公益社団法人日本技術士会「技術士」への寄稿を行った。 

2018.8： 
 技術解説「3.11 被災海岸林の再生にむけて」（小原 正明 氏） 

 
2019.1：特集記事「若手の風」 

 「技術交流は個を活かした組織を創る」（利部 哲 氏） 

 「技術士の認知度を高めるために岩手県支部でできること」 

（森 千夏 氏）  
 「地域課題解決のために、技術士の叡智を結集させましょう！」 

（吉田 裕範 氏）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ ホームページ、E メールを活用した会員への情報提供、一般社会へのPRを行った。 
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(5) 講演会開催 （企画委員会）→ 詳細は別紙「活動報告」にて記述 
 2018.6.16 於：エスポワールいわて 参加人数：84 人 

～シリーズ岩手を知る（第 14 回）～ 
『「岩手を測る」伊能忠敬の測量風景』 

 2018.10.20 於：エスポワールいわて 参加人数：56 人 
～シリーズ岩手を知る（第 15 回）～ 

「エネルギーの地産地消で、岩手県はどう発展するか」 
 2019.1.26 於：エスポワールいわて 参加人数：44 人 

～シリーズ岩手を知る（第 16 回）～ 
『ほんものの「小岩井農場」へ』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(6) いわてサイエンスシンポジウム 2018 への展示・出展の参加 （企画委員会）→ 詳細

は別紙「活動報告」にて記述 
 2018.7.16 於：いわて県民情報交流ｾﾝﾀｰｱｲｰﾅ ﾌﾞｰｽ来訪者：約 450 人 

 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

日本技術士会岩手県支部 

ブース出展 



 - 7 -

(7) 技術部門別の研究活動全般の統括や技術士倫理に関する活動 （技術委員会） 
 現場セミナーの開催など 

(8) いわて技術士交流会 （いわて技術フォーラム）→ 詳細は別紙「活動報告」にて記述 
業務・研究発表（2 名） 

 第 1回 2018.05.18 於：エスポワールいわて 参加人数：20人 

 第 2回 2018.07.26 於：エスポワールいわて 参加人数：22人 

 第 3回 2018.09.28 於：エスポワールいわて 参加人数：17人 

 第 4回 2018.11.22 於：エスポワールいわて 参加人数：18人 
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１－２  研究会活動 

各研究会等において次の事業が行われた。 

研究会名 事業名 実施月日 実施場所 事業内容，テーマ等 参加人数 

道 路 現場見学会 2018. 7. 6 宮古市、盛岡市 新区界トンネル工事現場見学 15名 

河 川 研修会 2018.10.19 岩泉町 岩泉町小本川、安家川河川改
修現場研修会 

13名 

森林・水産 

現地見学会 2018.10.19 

丸太生産現場
と加工工場の
見学 
1.大迫町：丸
太生産現場 
2.住田町、陸
前高田市 
ﾌﾟﾚｶｯﾄ工場 

◎高性能林業ﾏｼﾝによる伐倒、
玉切、集積の一連の作業を見
学 
◎最新のﾗﾐﾅ工場、ﾌﾟﾚｶｯﾄ工場
の見学 

12名 

技術士会主催
行事への積極
的参加 

2019.01.26 

2019 日本技
術士会岩手県
支部 新春講
演会 

「ほんものの小岩井農場へ」
小岩井農場資料館 館長野沢
裕美氏 
積極的な参加 

 

いわて技術士
交流会 複数 エスポワール

いわて 

様々な分野の業務・研究の発
表の聴講と発表者としての参
加 

森氏発表 
（11月） 

H30年度 
総会並びに
研修会 

2019.3.16 エスポワール
いわて 

1. 総会 
活動報告・会計報告・役員改選 

2. 研修会 
 

建設ICT 成果普及活動 

2018.6.29 盛岡広域振興
局（盛岡） 

技術講演会 
「河川災害への 3 次元計測・
設計に関する適応事例と社会
活動」（安野代表） 
「BIM/CIM/I-Construction 3D
設計（橋梁・河川）の取り組
み事例」（村上前支部長） 
※小野寺支部長同行 

盛岡振興局 
14名 

管内市町村 
11名 

建設業協会 
13名 

岩側協 
25名 

2018.7.16 県民情報交流
センター 

いわてｻｲｴﾝｽｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2018(い
わてまるごと科学館）に浸水ﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸｼｮﾝﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ、CGによるVR体
験、赤青立体動画等を出展 

一般約
400名 

2018.7.25 

県南広域振興
局（遠野） 
 
 
※建設技術振
興課主催 

技術講演会(行政職員) 
「 i-Construction の社会的背
景、県の取組について」（県土整
備部建設技術振興課 吉田主任） 
「河川災害への 3 次元計測・
設計に関する適応事例と社会
活動」（安野代表） 
「i-Constructionを見据え
た取り組み事例」（村上前支
部長） 
現場見学会（行政職員、建設業
協会、岩測協） 

宮古土木ｾﾝﾀ  ー  
 2名 

北上土木ｾﾝﾀ  ー  
  1名 

遠野土木ｾﾝﾀ  ー   
 9名 

遠野市役所 
6名 

建設業協会  
12名 

岩測協 
16名 
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研究会名 事業名 実施月日 実施場所 事業内容，テーマ等 参加人数 

・3D起工測量 
・ICT機械施工 
・固定翼UAVのデモフライト 

※小野寺支部長同行 

2018.10.17 岩手県立大学 
（滝沢） 

高度技術者養成講習会で研究
会成果紹介 
ドローンの活用事例『河川災
害（3D計測）』 

一般受講者 

14名 

2018.11.15 
岩手県立大学 

（滝沢） 

高度技術者養成講習会で研究
会成果紹介 
ドローンの活用事例『河川災
害への 3 次元計測・設計に関
する適応事例と社会活動』（安
野代表） 

一般受講者 

15名 

2018.12.05 気仙川 

(陸前高田市) 

沿岸広域振興局大船渡土木セ
ンター 
ICT 活用工事の現場見学会に
おける固定翼UAVのﾃﾞﾓﾌﾗｲﾄ 
※強風のため動画による説明
に変更 

発注機関、
建設会社、 
測量設計会社 

約 60名 

2018.12.5 
エスポワール

いわて 
（盛岡） 

土木合同セミナー 

「UAV活用による合理的な河川調

査・管理法と河川災害時における

3D データの利活用について」 

発注機関、
建設会社、 
測量設計会社 
約 200名 

第1回研究会 2018.10.20 
エスポワール

いわて 
（盛岡） 

研究会の今後の進め方について

の検討 
会員20名 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 
1名 

第2回研究会 2018.12.15 野田公民館 
（盛岡） 

研究テーマに関するアンケート

結果と研究テーマについて 
会員19名 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 
1名 

新聞社 1名 

 

２. 広報及び普及啓発事業 

広く社会に技術士制度の普及啓発を図るとともに、技術士活用の促進，CPD 実施の促

進及び支援のための情報提供など、技術士活動の活性化を図るための、以下の事業を行っ

た。  

(1) 広報  
① ホームページ，E メールを活用した会員への情報提供，一般社会への PR 
② 会員名簿の作成，配布 
③ 東北支部「ガイアパラダイム」、公益社団法人日本技術士会「技術士」への寄稿 

(2) 普及啓発 

① 会員及び協賛企業及び団体の拡大に向けた活動 

建設ICT 

成果普及活動
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３. 技術士の資質の維持・向上のためのＣＰＤ活動 

技術士の資質の維持・向上を目的として、技術講演会ならびに研究会活動など、CPD活

動を「1. 委員会・研究会活動」に示すとおり開催した。 

４. 社会貢献活動 

(1) 講演会の開催 

下記の講演会において、市民へ参加を呼びかけ岩手県の震災復興と地域の共生、活

性化に向けた取り組みについて情報発信を行った。 
① 2018.06.16：伊能忠敬の測量風景 
② 2018.10.20：エネルギーの地産地消で、岩手県はどう発展するか 

③ 2019.01.26：ほんものの「小岩井農場」へ 

(2) いわてサイエンスシンポジウム 2018への展示・出展 

震災復興後の本県の持続的な発展に向け、次代の科学技術を担う人材の育成が実現

できるよう、多くの子供たちに最先端の科学に触れる機会を提供した。 

(3) 住田町・昭和橋シンポジウムでの講演 

岩手県大船渡土木センターからの要請により、「昭和橋シンポジウム」において、異

常出水時における被害拡大リスクなどの内容の講演を行った。 

(4) 震災復興への協力 

大槌町からの要請により「鎮魂の森整備検討委員会」の委員として鎮魂の森基本計

画の策定に関わった。 

５. 東北本部活動への参加 

東北本部との連携によって、本会の円滑な運営を図るために、以下の活動に参加した。 

(1) 役員会への参加 

(2) 東北本部政策事業委員会への参加 

(3) 東北本部機関誌「ガイアパラダイム」への寄稿 

(4) 公益社団法人日本技術士会「技術士」への寄稿 
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II. 会議の記録 

１ . 合同年次大会 

公益社団法人日本技術士会東北本部岩手県支部・いわて技術フォーラム 
2018 年度合同年次大会 

実施日  ：  2018 年 6 月 16 日（土）13：30～ 
場   所  ：  エスポワールいわて 3Ｆ特別ホール 
概   要  ：  報告及び議案事項 1  2017年度事業報告及び収支決算並びに監査報告について 
     報告及び議案事項 2  2018 年度事業計画及び収支予算について 
 

２ . 役員会 

開催日 役員会 主要議題 

2018.05.18 第 1 回役員会 

・ 技術士制度検討委員会での更新制度に関する検討状況 

・ 平成 31 年度からの試験方法変更概要 

・ インターネットによる役員選挙制度の導入 

・ 技術士全国大会（福島）の準備状況 

・ CPD 事業への統括本部補助について 

・ 年次大会について 

2018.07.26 第 2 回役員会 

・ 東北本部役員会報告等 

・ いわてｻｲｴﾝｽｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの参加状況について 

・ 秋季講演会の計画について 

・ 支部予算について 

・ 全国大会参加の補助について 

・ 企画委員の承認 

2018.09.19 第 3 回役員会 

・ 東北本部政策事業委員会報告等 

・ 秋季講演会の計画について 

・ 建設 ICT 生産システム研究会の新規取り組み 

・ 支部予算について 

・ 会長表彰への推薦について 

・ 砂防学会の定時総会の情報提供 

2018.11.19 第 4 回役員会 

・ 東北本部役員会報告等 

・ 新春講演会の計画について 

・ 建設 ICT 生産システム研究会の活動状況 

・ H31 年度の体制について 

2019.01.20 第 5 回役員会 

・ 東北本部政策事業委員会報告等 

・ 平成 31 年度の支部予算について 

・ 総務委員の委嘱について 

・ 「技術士の目」再開について 

・ H30 年度主要行事日程について 

・ 支部幹事選挙について 

2019.03.18 第 6 回役員会 

・ 東北本部役員会報告等 

・ 平成 31 年度の支部予算について 

・ 総務委員の委嘱について 

・ 「技術士の目」再開について 

・ 平成 31 年度主要行事日程について 

・ 支部幹事選挙について 

なお、役員会の議事録については、随時，当会ホームページに掲載しております。  
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III. 会員の動向 

１. 岩手県支部 

平成 31 年 4 月時点の会員の動向及び構成は以下の通りである。 
【会     員】117 名（実数）：前年度会員数 106 名 
【準  会  員】   9 名（実数）：前年度会員数 8 名 
【賛助会員】  8 社：前年度会員数 7 社 

下のグラフに示された各部門の人数は複数部門をカウントした数値になっているので実数と整合しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

岩手県支部会員の部門別状況 
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２. いわて技術フォーラム 

平成 31 年 4 月時点の会員の動向及び構成は以下の通りである。 

【会     員】193 名（実数）：前年度会員数 197 名 
【準  会  員】   9 名（実数）：前年度会員数 8 名 

下のグラフに示された各部門の人数は複数部門をカウントした数値になっているので実数と整合しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本部会員＋フォーラム会員の部門別状況 
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岩手県支部  
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（単位：円）

科　　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

会 費 498,000 447,500 50,500 会員74名、中途入会1名

会 費 未 収 入 金 120,000 78,000 42,000 H28 1名、H29 12名

総 会 参 加 費 70,000 28,000 42,000

各 種 事 業 参 加 費 60,000 32,000 28,000

雑 収 入 1,704 3 1,701 受取利息

当 期 収 入 計 (A) 749,704 585,503 164,201

前 期 繰 越 収 支 差 額 600,296 600,296 0

収 入 合 計 (B) 1,350,000 1,185,799 164,201

（単位：円）

科　　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

総 会 費 200,000 54,707 145,293 会場費、資料コピー代他

役 員 会 費 50,000 50,301 △ 301 会場費、資料コピー代他

委 員会 ・ 研究 会 活 動 費 500,000 205,041 294,959 活動費、ﾊﾟｿｺﾝ･ﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾀー ﾘ ｽー代

広 報 ・ 渉 外 費 200,000 219,888 △ 19,888 会員名簿、新年特集号広告

事 務 費 200,000 141,447 58,553
送料、送金手数料、
会費納入送金手数料、事務手数料

小 計 1,150,000 671,384 478,616

予 備 費 200,000 0 200,000

当 期 支 出 計 (C) 1,350,000 671,384 678,616

当 期 収 支 差 額 (A) － (C) △ 600,296 △ 85,881 △ 514,415

次期繰越収支差額(B)-(C) 0 514,415 △ 514,415

(2018年 4月1日から2019年 3月31日まで)

いわて技術フォーラム　2018年度収支決算書

【収入の部】

【支出の部】
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 報告及び議案事項 2  岩手県支部長及びいわて技術フォーラム代表幹事の件 

1. 岩手県支部長について 

2. いわて技術フォーラム代表幹事について 

以下の「いわて技術フォーラム代表幹事選挙告示H31.4.10」に基づき代表幹事選挙を行う。 
 
  いわて技術フォーラム代表幹事選挙告示 

  
平成 31年 4月10日 

                                              選挙管理委員会 委員長 菊池 英雄 

委員  多田 信之  

委員 藤井  祐  

 

いわて技術フォーラムの代表幹事選挙を下記により告示します。 

 

記 

１ 選任する役員数 

      代表幹事 １名 

２ 立候補の届出 

     （１）立候補者の資格 

              いわて技術フォーラム会員 

     （２）届出の手続き 

① 立候補する者または候補者を推薦する者は、「別紙－１」の立候補届（推薦届）を事

務局に提出すること（郵送、メール添付可） 

② 推薦の場合は本人の同意を得てから行うこと 

③ 立候補届及び推薦届には、候補者の氏名、生年月日、略歴、入会年、所信などを記

載すること 

     （３）届出の期間 

                令和元年 5月7日（火）から令和元年 5月23日（木）まで（必着） 

     （４）届出の宛先 

                〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ四丁目4番20号 

土木技術会館内 いわて技術フォーラム事務局  

           Fax：019-643-8892    e-mail：i.kikuchi@idcenter.jp 

４ 立候補受付状況の公開 

      立候補届出者の氏名等は、会員に別途通知します。 

５ 投 票 

    （１）投票期日 

            令和元年 6月 22日（土）に開催する年次大会において投票します。 

    （２）投票方法 

            年次大会出席会員による無記名投票とし、投票用紙は大会の席上で配布します。 

            投票方法の詳細は総会の席上で説明します。 

６ 開 票 

     即時開票します。 
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旧（2017～18年度） 新（2019～20年度） 摘　　　　要

◎　小野寺 徳雄 ◎　小野寺 徳雄

Ｆ　海野　　伸 Ｆ　佐藤　　悟

総務委員長 ◎　駿河　弘美 ◎　鈴木　浩行

◎　川野　好宏 ◎　川野　好宏

企画委員長 ◎　出口　清悦 ◎　川野　好宏

〃 〃

広報委員長 ◎　松原　和則 ◎　松原　和則

〃 〃

技術委員長 ◎　荘司　雄一 ◎　菅原　常彦

〃 〃

道路研究会 ◎　牧野　　仁 ◎　牧野　　仁

〃 〃

河川研究会 ◎　高橋　正博 ◎　高橋　正博

〃 〃

鉄道研究会 ◎　岩持　静雄 ◎　岩持　静雄

〃 〃

都市研究会 ◎　平井　公康 ◎　平井　公康

〃 〃

施工研究会 ◎　岩持　静雄 ◎　平井　公康

〃 〃

農業研究会 ◎　淺利　宗徳 ◎　佐藤　俊孝

〃 〃

機械電気研究会 ◎　駿河　弘美 ◎　駿河　弘美

〃 〃

森林水産研究会 ◎　西村　和明 ◎　西村　和明

◎　小原　正明 ◎　小原　正明

応用理学研究会 ◎　八重樫　栄 ◎　菅原　　弘

〃 〃

鋼構造ｺﾝｸﾘｰﾄ研究会 ◎　荘司　雄一 ◎　菅原　常彦

〃 〃

建設ICT生産ｼｽﾃﾑ研究会 ◎　安野　雅満 ◎　安野　雅満

〃 〃

総務副委員長 ◎　鈴木　浩行 ◎　利部　　哲

〃 〃

企画副委員長 ◎　高橋　眞彦 ◎　番澤　悦昭

〃 〃

広報副委員長 ◎　昆野  　洋 ◎　昆野  　洋

〃 〃

技術副委員長 ◎　平井　公康 ◎　平井　公康

〃 〃

◎　黒墨　秀行 ◎　加藤　　修

〃 〃

◎　高橋　敏晴 ◎　高橋　敏晴

〃 〃

   注）県支部役員（幹事）は全員が役員選挙で信任されました。支部長の正式就任は7/4の東北本部役員会で承認後。

会　　計　　幹　　事

会長

氏名の◎は本部会員、Ｆはﾌｫｰﾗﾑ会員

新・旧役員一覧表　　上段：【県支部】　下段：【フォーラム】　　※太字：変更あり

支部長（代表幹事）

副支部長
（副代表幹事）

（副会長）

研究会代表

副委員長
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公益社団法人日本技術士会東北本部 

岩手県支部 

組織図（2019 年 6 月現在） 
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いわて技術フォーラム 

組織図（2019 年 6 月現在） 
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 報告及び議案事項 3  

2019 年度岩手県支部事業計画書 
〔2019 年 4月１日～2020年 3月 31日〕 

 

 活動理念 

■自らの資質を向上させるよう、社会の変化に対応した技術の研鑽に継続して取り組む。 

■岩手県支部の総合力を向上させるよう、支部活動を通じて会員相互の連携を強化する。 

■社会・地域により一層の貢献ができるよう、公益的な活動や他機関との協働を進める。 

■技術士活動の継続的な発展が図れるよう、あらゆる場で若い技術者の育成を心がける。 

 

 2019 年度の活動にあたって 

東日本大震災からの復旧・復興、その途上での 2016 年の台風 10 号災害からの応急復

旧、調査や復旧・復興計画の策定、日々の業務での専門技術を活かした社会貢献など、会

員の皆様の献身的な活動に対しまして衷心より敬意を表します。 

2019 年度の始まりにあたり、活動理念を具体化する形で本年度の活動にあたっての基

本的な方針を以下に記します。 

技術士の使命は公益の確保を第一義とし、その技術を社会全体の幸福のために活かす

ことですから、常に社会の変化や社会的な要請に対応した技術の継続的な研鑽に取り組

み、資質の向上に努めなければなりません。県支部各研究会での研究・研修活動のほか、

全ての県内技術士を対象とした業務・研究発表などの取組についても個々の資質向上と

ともに、県支部の総合力向上にもつながることから、今年度も継続して実施します。 

2016 年から取り組んでいる岩手県主催の「いわてサイエンスシンポジウム 2019」への

出展や建設 ICT 活用に関する取組などへも積極的に参画していきます。また、支部主催

の講演会を継続実施するほか、公益的な活動や他機関との協働を進めることによって、

技術士についての社会的な理解を広げ、深められるよう取り組んでいきます。 

あらゆる組織においてその将来的な発展を担うのは次の世代となる若者です。技術士

会活動のみならず、あらゆる場で若い技術者・技術士の育成を心がけましょう。 

また、昨年度から実行委員会の構成部員として参画してきました（公社）砂防学会定時

総会並びに研究発表会「岩手大会」は、5月に開催され大成功をおさめました。 

これらの活動を通じて、より一層、社会・地域から頼りにされる技術士会岩手県支部を

目指して参りたいと思いますので、会員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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2019 年度いわて技術フォーラム事業計画書 
〔2019 年 4月１日～2020年 3月 31日〕 

 

 2019 年度の活動にあたって 

2019 年度は引き続き、技術士会岩手県支部との連携した取組を基本としつつ、県内技

術士の一体となった活動の場として機能することを意識した活動を展開していきます。 

具体的には、「いわて技術士交流会」を４回開催するほか、岩手県主催の「いわてサ

イエンスシンポジウム 2019」へ技術士会岩手県支部とともに参加することなどを予定し

ています。 

これらの活動により、会員の技術力の向上と会員相互の理解・連携の強化を図り、あ

わせて、技術士活動についての普及啓発に努めてまいります。 

会員各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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I. 一般事業 

１. 委員会活動 

主体 事業計画 概  要 実施予定 

役員会 役員会 
岩手県支部の規則に則り年間 6 回を計画
し、支部活動に関する協議を行なう 

隔月 

総務委員会 
2019 年度次大会 2018 年度活動報告及び 2019 年度事業計画 2019.06.22 

技術士名簿作成 
岩手県支部及びいわて技術フォーラム会
員技術士の名簿作成 2019.10 

企画委員会 

いわてサイエンス
シンポジウム 

岩手県政策地域部の主催による、小中学
生を対象とした、広く科学技術について
の教育啓蒙活動への参加。当支部もその
協賛支援団体で参画。 

2019.08.10 

2019.秋季講演会 未定 2019.11.02 

2020.新春講演会 未定 2020.02.01 

広報委員会 
HP 運用 会員及び一般向けの情報掲載 随時 

ガイア寄稿 岩手県支部活動報告ほかの寄稿 
（2 回／年程度） 

東北本部依
頼時 

技術委員会  各研究会の活動計画は次頁参照  

いわて技術

フォーラム 

いわて技術士会交
流会 

業務・研究発表（2 名） 第 1 回 
業務・研究発表（2 名） 第 2 回 
業務・研究発表（2 名） 第 3 回 
業務・研究発表（2 名） 第 4 回 

2019.05 
2019.07 
2019.09 
2019.11 

技術士名簿作成 
岩手県支部及びいわて技術フォーラム会
員技術士の名簿作成 2019.10 
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２. 研究会等活動 

研究会名 事業計画 概  要 実施予定 

道 路 現場見学会 道路の施工現場見学 2019.09 

河 川 現場研修会 
大船渡市、陸前高田市 
東日本大震災津波復旧・復興：砂浜再生、
海岸保全施設整備 

2019.10 

鉄 道  検討中  

都 市 研究会課題検討 会員による研究課題検討 
6 回 

（2 ヵ月に 1
回予定） 

施 工 現場研修会 
岩泉町 
河川災害復旧（多自然型川づくり） 2019.09 

農 業 研修会 ほ場整備の復興について 2019.11 

機械電気  検討中  

森林・水産 

現地見学会 現地見学会 2019.09 

技術士会主催行事
への積極的参加 

技術士と地域との関わりなど広いテーマで
開催される 年数回 

いわて技術士交流
会 

技術士と地域との関わりなど広いテーマで
開催される 年数回 

2019 年度総会なら
びに研修会 

1.総会（活動報告・会計報告） 
2.研修会 2020.03 

応用理学 現地見学 
応用理学に関連する見学会 
（若手技術者・ベテラン技術者） 2019.10~11 

鋼構造及び 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 

 検討中  

建設 ICT 生産

システム 
ICT 研究会 

●これまでの研究会活動を踏まえた建設
ICT 普及活動の継続（県内の振興局等での
技術講演会）。 
●新研究テーマによる研究（案） 
・河口閉塞対策 
・河道の調査、計測 
・構造物の調査、計測 
・路面調査 
以上についての実証と課題抽出を行う。 

2019.07～ 
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３. 社会貢献活動 

(1) 講演会などの開催 

講演会などの開催において、市民へ参加を呼びかけ岩手県の震災復興、地域の活性

化に向けた取り組みについて情報発信を行う。 

(2) いわてサイエンスシンポジウムへの参加 

 主催：岩手県（いわてサイエンスシンポジウム 2019 実行委員会） 
 開催目的：将来を担う子供たちに先端科学にふれる機会を提供する県民参加型科

学技術の普及活動 
 日時：2019 年 8 月 10 日（土） 
 場所：いわて県民情報交流センター/アイーナ 
 当支部・フォーラムの参加：体験・展示コーナーへの出典 

(3) 新聞連載企画「技術士の目」再開 
日刊岩手建設工業新聞に 8月から連載を再開する。防災や社会資本整備など社会経済が

抱える問題について、会員がそれぞれ考えている意見を寄稿する。 

４. その他 

岩手県内在住の技術士が参加できる事業を展開し、併せて日本技術士会未加入の技術

士に対する加入促進を図る。 
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(単位：千円)

Ⅰ 事業活動収支の部

　１ 事業活動収入

    (1)入会金収入 〔 〕〔 〕〔 〕〔 〕 〔 〕〔 〕

    (2)会費収入 〔 〕〔 〕〔 〕〔 〕 〔 〕〔 〕

　　(3) 事業収入 〔 〕〔 6,200 〕〔 ▲ 6,200 〕〔 130 〕 〔 50 〕〔 80 〕

      ①広告料収入

      ②参加費収入 150 ▲ 150 130 50 80

      ③各種資料等頒布収入 50 ▲ 50

      ④外部依頼管理収入

　  (4) 雑収入 〔 〕〔 2,210 〕〔 ▲ 2,210 〕〔 〕 〔 〕〔 〕

　  (5) 地域組織活動費収入 〔 〕〔 7,640 〕〔 ▲ 7,640 〕〔 330 〕 〔 330 〕〔 〕

　  (6) 地域組織活動補助費収入 〔 〕〔 6,340 〕〔 ▲ 6,340 〕〔 250 〕 〔 250 〕〔 〕

      ①講演会・見学会開催補助費収入 840 ▲ 840 250 250

　　　　事業活動収入計　　(A) 〔 〕〔 22,390 〕〔 ▲ 22,390 〕〔 710 〕 〔 630 〕〔 80 〕
　２ 事業活動支出

　　(1) 事業費 〔 〕〔 22,589 〕〔 ▲ 22,589 〕〔 710 〕 〔 1,365 〕〔 ▲ 655 〕
    　①事業促進費 （ ）（ ）（ ）（ ） （ ）（ ）
      ③事業広報費 （ ）（ 1,390 ）（ ▲ 1,390 ）（ 210 ） （ 210 ）（ ）
　　　　  会誌印刷費 1,200 ▲ 1,200 150 150
　　　　  会誌郵送費 50 ▲ 50 20 20

　　　  　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ運用費 140 ▲ 140 40 40

　　　 　 その他の広報活動費

      ④普及啓発費 （ ）（ 9,900 ）（ ▲ 9,900 ）（ ） （ ）（ ）

　　  ⑤相互交流費 （ ）（ 300 ）（ ▲ 300 ）（ ） （ ）（ ）

      ⑥研　鑚　費 （ ）（ 840 ）（ ▲ 840 ）（ 250 ） （ 800 ）（ ▲ 550 ）

　　　 　講演会・見学会開催費 840 ▲ 840 250 800 ▲ 550

　    ⑰業務推進費 （ ）（ 10,109 ）（ ▲ 10,109 ）（ 250 ） （ 355 ）（ ▲ 105 ）

　　　 　法定福利費

　　　 　賃　　　金 2,850 ▲ 2,850

　　　 　会　議　費 150 ▲ 150 60 60

　　　 　旅費交通費 800 ▲ 800 50 50
　　　 　通信運搬費 200 ▲ 200
　　　 　消 耗 品 費 100 ▲ 100
　　　 　印刷製本費 100 ▲ 100
　　　 　各種会合費 200 ▲ 200
　　　 　光熱水料費 180 ▲ 180
　　　 　事務所賃借料 1,000 ▲ 1,000 120 120

　　　 　賃　借　料 200 ▲ 200

　　 　　地域組織活動費 2,579 ▲ 2,579

　　 　　地域委員会活動費 1,400 ▲ 1,400

　　　 　雑費その他 350 ▲ 350 20 125 ▲ 105

  　(2) 管理費 〔 〕〔 〕〔 〕〔 〕 〔 〕〔 〕

　　　　事業活動支出計　　 (B) 〔 〕〔 22,589 〕〔 ▲ 22,589 〕〔 710 〕 〔 1,365 〕〔 ▲ 655 〕

　　　 事業活動収支差額 (A) - (B) 〔 〕〔 ▲ 199 〕〔 199 〕〔 〕 〔 ▲ 735 〕〔 735 〕

Ⅱ 投資活動収支の部

　１ 投資活動収入

　２ 投資活動支出

　 　　 投資活動支出計     (D) 〔 〕〔 〕〔 〕〔 〕 〔 〕〔 〕
　 　  投資活動収支差額 (C) - (D) 〔 〕〔 〕〔 〕〔 〕 〔 〕〔 〕
Ⅲ 予備費支出

　  (1) 予備費支出     　  (E) 〔 〕〔 〕〔 〕〔 〕 〔 〕〔 〕
当期収支差額{ (A)+(C) } - { (B)+(D)+(E) } 〔 〕〔 ▲ 199 〕〔 199 〕〔 〕 〔 ▲ 735 〕〔 735 〕
前期繰越収支差額 〔 2,503 〕〔 2,702 〕〔 ▲ 199 〕〔 〕 〔 735 〕〔 ▲ 735 〕

次期繰越収支差額 〔 2,503 〕〔 2,503 〕〔 〕〔 〕 〔 〕〔 〕

東北本部　＋　岩手県支部　一般会計収支予算書（案）

（2019年4月1日から2020年3月31日まで）

科　　　　　　目
（次年度） （今年度） （増減）

東北本部 岩手
（次年度） （今年度） （増減）
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　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　　要

会 費 456,000 498,000 △ 42,000 会員76名分

会 費 未 収 入 金 54,000 120,000 △ 66,000 H28 1名、H29 2名､H30 6名

総 会 参 加 費 70,000 70,000 0

各 種 事 業 参 加 費 60,000 60,000 0 技術講演会・新年交歓会等

雑 収 入 585 1,704 △ 1,119 受取利息等

当 期 収 入 合 計 640,585 749,704

前 期 繰 越 収 支 差 額 514,415 600,296 △ 85,881

合　　計 1,155,000 1,350,000 △ 195,000

　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　　要

総 会 費 200,000 200,000 0 会場費、資料コピー代他

役 員 会 費 60,000 50,000 10,000 会場費、資料コピー代他

委 員会・ 研究 会活動費 500,000 500,000 0 活動費、ﾊﾟｿｺﾝ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰﾘｰｽ代

広 報 ・ 渉 外 費 220,000 200,000 20,000 INS会費、会員名簿、広告費

事 務 費 150,000 200,000 △ 50,000 送料、送金手数料、事務手数料他

小　　計 1,130,000 1,150,000 △ 20,000

予 備 費 25,000 200,000 △ 175,000

合　　計 1,155,000 1,350,000 △ 195,000

(2019年 4月1日から2019年 3月31日まで)

いわて技術フォーラム　2019年度収支予算書

【収入の部】

【支出の部】
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技術士倫理要綱  
公 益 社 団法 人 日本技術士会 
昭和 36 年 3 月 14 日 制定 
平成 11 年 3 月 9 日同改訂 
平成 23 年 3 月 17 日同改定 

 
技 術士は、科学技術が社会や環境に重大な影響を与えることを十分に認識し、

業 務 の 履行を通して持続可能な社会の実現に貢献する。  
技 術士は、その使命を全うするために、技術士としての品位の向上に努め、

技術の研鑽に励み、国際的な視野に立ってこの倫理綱領を遵守し、公正・誠実

に 行 動 する。  
 
（公衆の利益の優先） 

 1．技術士は、公衆の安全、健康及び福利を最優先に考慮する。 

（持続可能性の確保） 
 2．技術士は、地球環境の保全等、将来世代にわたる社会の持続可能性の確保に努める。 

（有能性の重視） 

 3．技術士は、自分の力量が及ぶ範囲の業務を行い、確信のない業務には携わらない。 

（真実性の確保） 

 4．技術士は、報告、説明又は発表を、客観的でかつ事実に基づいた情報を用いて行う。 

（公正かつ誠実な履行） 

 5．技術士は、公正な分析と判断に基づき、託された業務を誠実に履行する。 

（秘密の保持） 

 6．技術士は、業務上知り得た秘密を、正当な理由がなく他に漏らしたり、転用したりしな

い。  

（信用の保持） 

 7．技術士は、品位を保持し、欺瞞的な行為、不当な報酬の授受等、信用を失うような行為

をしない。 

（相互の協力） 

 8．技術士は、相互に信頼し，相手の立場を尊重して協力するように努める。 

（法規の遵守等） 

 9．技術士は、業務の対象となる地域の法規を遵守し、文化的価値を尊重する。 

（継続研鑽） 

10．技術士は、常に専門技術の力量並びに技術と社会が接する領域の知識を高めるとともに、

人材育成に努める。 
 


